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ν
今
金
雪
ま
つ
り
。
へ
ど
う
ぞ
と
1

月
初

.
m
日
と
渡
島
楠
山
管
内
の
各

市
町
村
に
訪

問

ピ

ア

l
ル
し
た
。

2
月
5
目
前
夜
祭
で
は
、
品
百
保
つ

く
り
参
加
者
問
人
が
訂
ま
つ
り
会
場

に
集
合
、
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
、
お
で
ん
、

な
べ
を
囲
ん
で
淵
盛
り
、
無
事
完
成

を
祝
い
合

っ
て
い
た
。

今
年
は
暖
冬
続
き
、

吉
不
足
に
悩

ま
さ
れ
な
が
ら
の
雪
像
づ
く
り
。
町、

附
迷
、
土
呪
な
ど
の
協
力
で
、
ト
ラ

ソ
ク

2
千
台
の
雪
を
搬
入
、
大
小
の

雪
保
臼
基
が
展
示
さ
れ
た
。
雪
像
の

中
に
は
ぺ
向
き
同
メ
ー
ト
ル
と
ジ
ャ

ン
ボ
な
松
本
城
な
ど
、
延
べ

5
千
人

が
出
動
し
て
の
完
成
だ
。

今
年
の
参
加
者
は
、
地
元
ば
か
り

で
な
く
、
述
く
檎
山
支
庁
の
職
只
、

瀬
棚
町
背
年
回
な
ど
の
強
力
な
協
力

で
雪
ま
つ
り
を

一
段
と
盛
り
上
げ
て

し
た
。

• • 
亡雪像53基が勢ぞろいJ
訪すれた人の数5万人

r」
像
の
完
成
度
も
年
々
お
く
、

出品

附
ら
し
い
も
の
、
船
に
イ
ル
ミ
ネ

l

y
ヨ
ン
を
つ
け
た
り
、
屯
の
眼
に
光

り
を
入
れ
た
り
、
背
龍
の
口
か
ら
煙

り
を
吐
か
せ
た
り
と
ア
イ
デ
ィ
ア
に

山
口
叫
ん
だ
も
の
。
寒
気
の
中
、
午
前
2
、

時
3
時
ま
で
お
よ
ぶ
徹
夜
作
業
、
熱

中
作
品
の
展
示
で
あ
る
。

6
日
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
八
束

地
区
が
製
作
し
た
パ

7

ン
の
ス
テ

ー
ジ
で
行
わ
れ
、
川
津
恒

一
さ
ん
(
東

京
)
の
雪
ま
つ
り
テ

1
7
ソ
ン
グ
が

披
露
さ
れ
た
り
、
今
中
政
奏
楽
団
や

合
同
コ
ル
マ
ミ
の
面
々
の
出
削
、

N
T
T
職
員
に
よ
る
餅
っ
き
ば
や
し
.

そ
し
て
餅
ま
き
、
み
か
ん
ま
き
で
賑

わ
っ
て
い
た
。

今
年
初
の
企
画
、
ミ
ス
ヨ
む
す
め

コ
ン
テ
ス
ト
結
果
が
発
表
、
投
諜
候

補
者
犯
人
、
こ
の
激
戦
を
勝
ち
抜
い

て
、
訳
田
市
中
さ
ん
{
ね
)
市
美
町
、

美
利
河
ダ
ム
事
業
所
勤
務
が
選
ば
れ

た
。
ト
ロ
フ
ィ
ー
に
札
幌
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
ペ
ア

一
泊
二
日
が
プ
レ
ゼ

ン
ト
さ
れ
た
。
冠
を
玖
に
赤
い
ガ
ウ

ノ
を
ま
と
い
、
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
お
そ

り
に
揺
ら
れ
て
市
内
を
パ
レ
ド
し

た
。
今
後
、
古
む
す
め
に
逃
ば
れ
た

浜
岡
さ
ん
に
は
、
産
業
ま
つ
り
、
午
」

ま
つ
り
な
ど
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
案
内

人
を
お
願
い
し
た
い
と
実
行
委
員

会
で
は
話
し
て
い
た
。

こ
の
ほ
か
、
皆
ん
な
で
遊
ぽ
う
ロ

ソ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
、
花
火
大
会
、
相

山
管
内
町
村
対
抗
ふ
る
さ
と
自
慢
う

た
白
地
が
あ
り
、
百
年
フ
ォ
ー
ラ
ム

に
参
加
し
た
人
た
ち
に
よ

っ
て
歌
や

劇
が
披
露
さ
れ
た
。
歌

手

の

品

純

子
さ
ん
(
江

X
一山
身
)
の
取
や
昨
年

N
H
K
が
セ
併
、
札
幌
市
で
聞
か
れ

た
ふ
る
さ
と
自
慢
う
た
自
他
で
最
優

秀
悦
に
帥
や
い
た
中
野
純
子
さ
ん
(
神

丘
)
の
歌
が
披
山
持
さ
れ
る
な
ど
で
賑

わ

っ
た
。

7
H
は

道
民
ス
ポ
ー
ツ
冬
季
ス

• 
自録宅ぎ〈昌司0i}告も曾祖
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キ
!
大
会
、
歩
く
ス
キ

大
会
、
カ
ラ
オ
ケ
歌

河
川
ン

ョ

l
、
人
間
抑
九

ボ
フ
ス
レ

l
大
会
、
狩

場
太
鼓
、
そ
し
て
函
館

巴
太
鼓
の
村
別
出
演
と

織
り
た
く
さ
ん
の
似
し
、

家
紋
述
れ
な
ど
で
大
賑

わ
い
で
あ

っ
た。.( • I 

._;~ 
F今、、

青色申告会製作め青龍

け件?
v . 

( 2) 

ν 

立正校正会製作のー休主壬
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追
分
ラ
イ
ン
青
年
フ
ォ
ー
ラ
ム

地
域
を
誇
る
青
年
の
主
張

f

提
言
を
受
け
て
語
り
あ
う

管
内
初
の
青
年
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
、

2
月
6
、
7
自
の
両
日
町
民
セ
ン
タ

ー
、
官
ま
つ
り
会
場
で
、
実
行
委
品

会
が
主
催
、
剛
山
名
が
参
加
、
「
燃
え

よ
若
入
、
ひ
ら
こ
う
楠
山
」
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
て
行
わ
れ
た
。

• 

第33回全楢山青年研究大会

zzzzLコ
「
伝
統
と
信
頼
で
さ
ら
に

新
た
な
笑
縦
を
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
「
今
‘
確
か
な
一
歩

と
明
日
へ
の
槍
山
を
語
ろ
う
」

と
の
研
究
大
会
、
意
見
発
表

が、

一
月

n
.
M日
の
両
日
、

北
楠
山
町
農
村
環
境
改
普
セ

ン
タ
ー
で
開
催
、
管
内
の
w
H

年
瑚
人
が
出
席
し
て
行
わ
れ

た。

6
日
は
、
五
氏
講
師
の
い
「
地
域

お
こ
し
、
ま
ち
お
こ
し
」
的
機
口
が

あ

っ
た
。
そ
の
主
な
内
容
は
、
「
自

然
ば
か
り
の
売
り
物
で
な
く
、
食
味
、

ポ
イ
ン
ト
を
置
く
こ
と
だ
。
若
人
の

血
、
知
恵
が
発
展
に
つ
な
が
る
。
地

講
4ナ• • 

こ
の
大
会
に
先
立
ち
今
金
背
年
団

体
連
絡
協
議
会
は
‘

1
月
刊
日
総
合

体
育
館
に
お
い
て
開
催
、
初
名
が
山

郎
、
な
見
発
ぶ
な
ど
を
行

っ
た
。
立

見
発
表
の
部
の
町
代
表
に
、
稲
府
-佐

代
子
さ
ん
(
農
協
勤
務
)
白
石
と
湯

元
奈
保
美
さ
ん
(
役
場
勤
務
)
神
丘

の
2
名
が
選
は
れ
た
。

。
仲
間
意
識
を
強
調

春
雲
、
ι

附詑
H

わ
セ
弘
行
ι

域
を
詩
る
こ
と
が
官
年
の
主
張
で
は

な
い
か
。
夢
、
希
望
を
持
ち
合
わ
せ

る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
に
自
分
の
生

活
が
あ
る
。
一
P
を
生
み
だ
す
よ
う
に

し
な
け
れ
ば
|
|
」
ま
た

「毎
年
東

京
に
苧
を
送
っ
て
い
る
。
今
金
男
爵

の
中
に
芋
の
皮
む
き
と
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
が
入
れ
て
あ
る
。
受
手
が
感
動
し

た
。
そ
の
感
動
が
送
り
手
に
伝
わ
っ

て
く
る
d

と
の
話
し
ゃ
「
町
広
報
紙

を
見
る
と
危
機
感
が
な
い
。
足
元
を

師

日
々
挑
戦

見
直
す
こ
と
で
あ
る
。
ヤ
ン
グ
パ
ワ

ー
で
な
け
れ
ば
、
こ

の
激
し
い
時
代

を
乗
り
切
れ
な
い
。
価
値
感
、
人
生

感
を
変
え
て
見
る
こ
と
だ
.

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
門
叫
ん
だ
資
源
に

思
ま
れ
て
い
る
。
自
分
的
舞
台
に
し

て
考
え
て
ほ
し
い
。
全
力
投
球
、
体

当
た
り
で
あ
る
。
日
々
挑
戦
で
あ
る
。

自
然
に
目
、
え
て
い
て
は
い
け
な
い
。

自
然
と
人
間
と
の
融
合
さ
せ
る
こ
と

で
あ
る
。
楠
山
内
人
は
、
物
を
売
り

全
力
揖
球
で
体
当
た
り
ー
ー

雅

敏

氏

こ
の
催
し
は
、
官
年
団
長
の
'
千
習
、

交
琉
、
述
慌
の
坊
と
し
て
地
山
崎
社
会

に
参
加
、
自
分
た
ち
が
何
を
す
べ
き

か
を
焔
L
A
H
い
、
活
動
強
化
を
目
的

と
し
た
も
の
で
あ
る
。

大
会
で
は
、
7
名
が
意
見
発
表
、

一
人
4
分
の
持
ち
時
聞
の
中
で
、
青

年
団
活
動
や
将
来
に
つ
い
て
窓
見
を

述
べ
た
。
そ
の
結

果、

『
私
の
戦
業
と

将
米
町
展
望
」
と

姐
し
て
な
兄
を
述

べ
た
湯
元
奈
保
美

さ
ん
が
、
優
秀
賞

に
輝
い
た
。

セ
な
内
容
は
‘

「
品
初
は
栄
養
士

に
な
る
夢
が
あ

っ

た
。
高
校
中
途
か

ら
公
務
員
に
な
っ

て
地
域
の
奉
仕
者

に
な
ろ
う
と
古
う

な
臓
に
な

っ
た
。

そ
し
て
役
場
職
以

に
な

っ
た
。
接
客

対
応
が
難
し
く
感

じ
る
。
過
疎
化
が

• 
将来展望を語る湯元奈保美さん

た
い
の
か
は

っ
き
り
し
な
い
。

リ
ゾ
ー
ト
づ
く
り
は
急
ぐ
必
要
は

な
い
。
大
事
な
こ
と
は
大
切
に
し
て

何
一
中
に
も
取
り
組
む
べ
き
だ
U

と
各

講
師
か
ら
提
言
が
あ
っ
た
。

こ
の
提
言
の
あ
と
グ
ル
ー
プ
ト

1
7
が
行
わ
れ
「
町

つ
く
り
と
イ
ベ

ン
ト
、
沌
業
と
観
光
、
加
工
産
業
と

流
通
機
械
‘

一
次
産
業
と
商
業
、
刊
年

組
織
の
あ
り
方
」
が
討
議
さ
れ
た
。

こ
の
日
夜
、
管
内
各
町
対
抗
の
ミ

ニ
「
ふ
る
さ
と
自
慢
、
う
た
自
慢
大

会
」
が
雪
ま
つ
り
会
場
で
行
わ
れ
、

観
衆
か
ら
大
き
な
拍
手
が
お
く
ら
れ

て
い
た
。
同
会
場
で

2
世
主
べ
談
椛
」

が
』
ま
つ
り
特
設
テ
ン
ト
会
場
で
交

• 
進
行
し
て
い
る
今
金
、
地
域

活
性
化
を
凶
る
の
に
、
若
い

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
起
爆
剤
に
な

っ
て
過
疎
の
ま
ち
を
打
開
、

ま
ち
づ
く
り
に
航
飯
に
参
加

し
た
い
U

と
の
発
表
で
あ

っ

た。
M
日
に
は
、
四
ツ
の
分
科

会
に
分
か
れ
「
明
、
女
、
家

族
、
夫
射

っ
て
何
?
」
と
か

「
老
後
向
山
市
し
み
」
に

つ
い

て
な
兄
交
換
を
し
た
。

こ
の
中
で
、
那
と
女
の
魅

力
は
中
身
だ
。
仲
間
立
織
で

新
し
い
感
覚
を
。
老
後
は
、

人
生
経
験
を
生
か
し
た
働
く

場
所
を
。
な
ど
の
却
し
が
あ

っ
た
。

流
会
談
議
、
酒
、
踊
り
、
語
り
合
い

が
時
間
を
忘
れ
て
続
け
ら
れ
た
。

7
日
は
、
再
ぴ
続
開
、
佐
藤
貞
勝

元
南
茅
部
町
長
が
競
演
「
大
き
く
と

ら
え
、
地
道
に
継
続
」
を
テ
!
?
に

し
た
話
し
.
「
楠
山
の
活
性
化
は
若

者
の
阜
商
起
あ
る
の
み
J
V

と
諮

っ
て
い

た
。
最
後
に
は
、
各
グ
ル
ー
プ
で

の
討
議
を
集
約
し
て
大
会
を
終
了
し

た。

( 4 ) 

秋
田
県
キ
ノ
コ
栽
培
実
践
者
藤

本

英

夫

氏

西
部
百
貨
庖
商
品
事
業
部
(
食
品
担
当

バ

イ

ヤ

ー

)

坂

本

貞

夫

氏

側
札
帆
ツ
リ
ス
ト
専
務
取
締
役
小

滝

暁

一

氏

お
と
ベ
ワ
イ
ン
刷
剛
一
品
問
農
場
判
長
飯

田

清

悦

郎

氏

北
海
道
官
少
年
団
体
協
議
会
長門

脇

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
l

N
H
K
函
館
放
送
向
チ

1
フ
・
ア
ナ
ウ
ン

島

津

正

美

氏

{特別館f寸を富む)

の支給基準が変わる

児童手当

が支給されます.

・申筒方法

児童手当的核当者で、まだ支給を受けていない

方は申si'l手*，'，きを Lてくださし」

なお、子供が 2人いる1J1:{li、11円相157<1"4月 2" 

一昭和58年 4月 1日生まれの節 2予の児置がいる

世tfp也、 3J1中に巾前手続きをしてください。

京高額所得者のIiは、該当にならない場合があり
ます。

今年 4月 1日から児童手当の支給基準が変わり

ました。

.受給資格

18歳未満の児童 2人以上を養育する世帯で、

第 2子出生から小'芋械に入学するまでの児1i1:を有

する方に支給されます。

⑨第 1干 17議

第 2干 5議

第 3子 3五位

(円 2，500門)

(fl5，OOO問)

( 5) 



====法務大臣表彰======三==一

伊
藤
ト
ミ
ノ
さ
ん
(
引
)
南
町

こ
の
表
彰
は
、
更
生
事
業
川

年
以
上
、

5
年
間
日
件
以
上
の

事
件
を
取
り
掛
い
、

も
っ
と
も

模
範
的
な
者
に
附
ら
れ
る
も
の
。

社
会
を
明
る
く
す
る
辺
助
な
ど
、

積
極
的
に
参
加
、
特
に
貢
献
し
た
こ

と
が
認
め
ら
れ
、
昨
年
四
月
法
務
大

臣
表
彰
と
な

っ
た
。
保
護
司
に
は
、

お
年
5
月
に
同
か
ら
委
似
を
受
け
て

以
来
、
日
同
年
川
町
長
き
に
わ
た
り
克

北海道社会貢献賞

表彰{統計功労者}

成田英之さん倒神丘

生
活
動
、
奉
仕
活
動
を
続

け
て
い
る
。

伊
藤
さ
ん
は
一百
う

「特

別
な
こ
と
を
し
て
い
る
釈

け
で
は
志
い
。
も
し
自
分

の
子
供
が
と
の
思
い
、
我

が
子
と
同
じ
に
考
え
て
あ

た
っ
て
い
る
。
犯
罪
者
と

一両っ

た
‘
特
別
意
織
は
も

た
主
い
。
更
生
し
た
時
の

点
ぴ
‘
そ
れ
は
絡
別
な
も

の
が
あ
る
日
と
指
す

こ
の
ぷ
彰
の
他
、
日
刊
年

北
海
道
地
方
更
生
保
護
委
員
会
表
彰
、

印
年
全
国
保
護
川
述
盟
表
彰
を
受
賞

し
て
い
る
。
幻
年
に
日
赤
北
海
道
支

部
今
令
分
区
が
発
足
し
た
が
、
こ
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
出
動
の
創
設
者
と
し

更生保護司活動28年
我が子と同じに考え

て
も
大
き
な
役
割
を
架
し
て
い

る
。
位
年
日
赤
北
海
道
支
部
か

ら
表
彰
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
と
う
し
て
地
域
の
礎
と
な
っ

て
、
今
も
な
お
続
け
て
い
る
。

家
事
、
そ
し
て
奉
仕
活
動
の

中
で
趣
味
と
し
て
詩
吟
を
愛
好
、

日
年
に
奥
伝
を
取
得
、
瑞
風
の

名
号
を
受
け
て
い
る
。
詩
吟
は

料相
神
統

一
、
健
府
管
理
の
た
め

に
続
け
て
い
る
と
の
お
し
、
年

齢
を
感
じ
さ
せ
な
い
若
々
し
き

で
あ
っ
た
。

主
可
竜
バ
山

六.稲川川

h
t・0
・
丸
》
F
h

、AH/
九

二崎ぜ
包
材γ1
1
1
¥
、

こ
の
表
彰
式
が
、

2
月
2
日
消
防
庁
舎
で
聞
か
れ
た
統
計
協

議
会
の
席
上
で
、
町
山
間
助
役
か
ら
伝
注
さ
れ
た
。

成
削
さ
ん
は
、
判
五
地
区
町
統
計
判
官
只
と
し
て
鉛
年
問
、

町
四
阿
の
各
田
町
統
計
の
訓
資
、
統
川
忠
利
仙
の
向
上
、
訓
u
及
に
努
め

て
き
た
。
こ
の
他
、
本
町
的
基
幹
産
業
で
あ
る
品
業
.
稲
作
研

究
に
卒
先
し
て
取
り
組
み
、
地
域
振
興
に
貢
献
し
て
い
る
。
部

務
会
長
を
務
め
る
な
ど
、
地
域
の
じ
望
も
厚
い
。
こ
う
し
た
実

紛
が
認
め
ら
れ
て
こ
の
た
び
の
ぷ
彰
と
な
っ
た
。

• 

大
地
の
懐
に
抱
か
れ
て

芳
賀
市
夫
さ
ん

(η)
と
奥

さ
ん
キ
サ
さ
ん
(
随
)
の
二
人

が
、
昨
年
暮
れ
か
ら
八
束
濁

川
地
区
で
炭
焼
き
を
始
め
た
。

沢
奥
深
き
と
こ
ろ
に
、
一
刀
に

包
ま
れ
た
小
応
が
あ
る
。

内
分
で
治
っ
た
ほ
っ
立
小

屋、

川
公
あ
ま
り
の
ワ
ン
ル

ー
ム
で
生
活
し
て
い
る
.
開

拓
当
時
の
北
海
道
を
思
わ
せ

る。

中
に
入
る
と
新
ス
ト
ー

ブ
が
燃
え
て
い
る
。
本
い
と

は
感
じ
な
い
。

↓パ
柴
少
な
い

全
日
の
中
に
人
情
味
が
あ
ふ

る 11.

一
段
と
温
も
り
を
ワ
え
て
く
れ

に
木
材
を
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
っ

た。
炭
焼
き
は
難
し
い
の
か
、
に
「
ご
飯

を
炊
く
の
と
川
じ
だ
よ
。
手
肱
き
が

で
き
な
い
。
火
か
げ
ん
に
よ
っ
て
.

良
い
炭
に
な

っ
た
り
、
質
が
落
ち
た

り
す
る
U

と
却
す
。

話
し
を
聞
い

て
い
る
内
に
、
行
い

頃
農
作
業
の
A
n
m
を
み
て
、
奥
沢
地

区
で
炭
焼
き
を
手
伝
い
‘
山
山
釜
づ
く

り
も
覚
え
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
「
幻

年
頃
二
品
、
ほ
ど
版
づ
く
り
を
し
て
い

た
が
、
し
ば
ら
く
休
ん
で
い
た
。
昨

山
が
好
き
だ
か
ら
と
1

炭
ゃ
く
芳
賀
さ
ん
夫
婦

年
か
ら
初
め
醐
側
(
日
キ
ロ
詰
め
)
を

東
京
に
出
荷
し
た
。
大
変
灯
評
だ
。

院
は
、
火
入
れ
し
て
か
ら
製
品
に
主

る
ま
で
、
お
よ
そ
初
日
間
ほ
ど
の
州

川
が
い

る。

川

一
笠
間
山
側
ほ
ど
だ
。

細
木
山
は
、
大
木
を
切
ら
主
け
れ
ば

だ
め
だ
。
他
の
木
が
成
長
し
な
い
け

「
私
的
隠
居
仕
事
だ
U

と
笑
う
。
人

間
が
大
白
然
の
中
に
浴
け
こ
み
、
大

こ
の
仕
取
を
始
め
る
こ
と
に
な

っ

た
の
は
「
山
が

M
き
だ
か
ら

l
」
と

出
る
。
奥
さ
ん
は
一J
う
「
私
は
山
は

好
き
で
は
な
い
け
ど
、
お
父
さ
ん
が

M

き
だ
か
ら
。
こ
飯
炊
き
に
つ
い
て
き

た
だ
け

l
u
と
笑
い
な
が
ら
日
す
。

私
が
訪
れ
た
時
、

二
人
仲
H
H
く
炭
釜

• 
地
の
呼
柚
に
あ
わ
せ
て
生

き
て
い
る
。
そ
ん
在
感
が

し
た
。万
伐
さ
ん
は
、
明
治
初

年
頃
先
代
が
仙
台
か
ら
北

楠
山
町
に
入
航
、

K
正

時
代
に
む

っ
て
今
金
問
奥

沢
に
入
組
、
昭
和
凶
年
に

)

引
ル
悼
の
子
間
代
に
定
住
し

戸

」一

て
い
'

A

w

o

f

t

、

終
り
に
「
山
が

M
き
な

人
で
な
け
れ
ば
だ
め
だ
が
、
¥

私

一
代
で
こ
の
仕
事
を
終
¥
↑

ら
す
の
は
も
っ
た
い
な
い
ヱ

一

山
子
か
誹
れ
か
に
継
ホ
し

て
ほ
し
い
も
の
だ
日
と
治

し
て
い
た
。

山

然

保

官

、
事
.

O 

一北海道善行賞表彰{蚕通安全功労者)
飯沼轟佐夫さん(64)種川
2 }-J 15日役場応接室にて、柑山支庁獅戸総務謀長補佐からこの表彰式が、

伝述された。

飯沼さんは、 47<1ーから 10年 nrJ安全運転1~税品、 52年から町交通安全迎動推

進委民会是E営委.LJ.、 56年から安全運転指導Aに就任、長い巡転経験を生かし、
住民に交通安全を訴え、指導にあたっている。 15年間の無事故無述反の表彰

も受けているJ身にあまる表彰、今後ll!に交通安全につくします。」と話して
いた。

( 6) 

70歳以上は、

湖70歳になりますと、医旅費( 部11却を除く)

が無料になります。(1 日生まれの方はそのけの l

Hから、 2日以降の}Jは盟nの 1Rから血料に)
このためには、巾前が必要になります。印鑑、

健康保険者証を持参、町民幅制課嗣剖l係でHi，き

老人医寝費が無料に

してくアごさも、。

。一部負担

入院外科}jの紋初の診療Hに ー 800円

1 11につき 400阿

民今年対象になる方は、大正 7年生まれの方です。

受鎗者医の手続琶を f

Vぇ人

(7) 



ー
種
川
地
区
で
健
康
体
操
」

「
健
康
生
活
を
め
ざ
し
て
し

こ
の
健
康
体
操
が
2
月
げ
日

極
川
体
育
振
興
会
が
主
催
、
樋

川
混
泉
休
養
室
で
開
催
、
日
名

余
が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
。

町
保
健
制
の
健
康
診
断
掛
了

後
、
健
康
体
保
指
導
口
、
久
保

川
キ
チ
さ
ん
、
藤
沢
ヤ
ス
エ
さ

ん
の
指
導
で
州
始
し
た
。
「
焔
い
」

と
や
ら
「
毎
H
続
け
た
ら
円
引
く

な
る
の
で
は
l
」
な
ど
と
活
し

な
が
ら
楽
し
い
雰
囲
気
で
行
わ

れ
て
い
た
。で充実した人生を

主
催
者
側
で
は
‘
「
呼
び
か
け

を
し
た
が
少
な
か
っ
た
。
特
に

明
世
が
少
な
い
。
今
後
、
多
く

の
人
が
参
加
、
楽
し
い
健
康
生

活
を
お
く
れ
る
よ
う
に
し
た
い
d

と
出
し
て
い
た
。

こ
の
健
康
体
操
は
.
町
の
健

山
崎
前
動
事
業
と
し
て
、
同
年
か

ら
始
的
、
日
年
度
か
ら
専
問
的

研
修
を
受
け
た
久
保
聞
き
ん
、

藤
沢
さ
ん
の
二
人
が
こ
の
指
導

に
あ
た
っ
て
い
る
。

指
導
者
は
、
ご
」

の
体
操
は
、

血
液
の
循
環
を
良
く
し
、
ス
ト

レ
ス
の
解
消
に
も
な
る
。
高
血

圧
や
糖
尿
病
に
も
効
果
が
あ
る

の
で
多
数
受
け
て
ほ
し
い
U

と

話
し
て
い
た
。

あ
る
程
度
の
人
数
が
ま
と
ま

り
、
要
問
州
が
あ
れ
ば
、
ど
こ
へ

で
も
行
き
ま
す
と
話
し
て
い
た
.選• • 

;TE|定まるとタイヘング 1 __ 1..納…姶 円 i

i と料 i園尽隼舎の保険料納付をつい忘れて、2ヵ '-! もを |園山~.品目向山口…山」 | す
! あ納 |月・3カ月分を一度に納めると怠ると、金 A
j りめ|額ガ大きくなり大変です。毎月毎月納め

i まる |る習慣をつけることガ大切です。
: す能 |保険料の納付は毎月確実に頚貯金口座かi oz|ら拍去る「口座儲Jをご利用ください。
i あ

:な
!が
;ら
;納
i 号

;足.r--.，屯~ /.・
? ぃI/~~"' Yく納ヤ
; 宝If乏猷A1F3
引 \(~\-1:主主り) l'、 l -'-- ----.-'"  

1 は IA~ヨ~なぜ 1."-再ーノ 保険料を紗
: 強 1v y- ¥¥ ，- 14 困難な人
制 1 )， "~ ・免除さ徴，.__.."10'.'一民主1¥
収 1 l'岨刷幽嗣叫~~II 輯鯛気や陣闘書、 そ刊捌白刷ほま
占 I _:1耳M醤 11 納めるニどが困酷な繍

~~. ....，ー← n!To

ご
ぷ
知
で
す
か
?

一料は、税金

E の所得控除になります
国民年金田保障料は、組合を肘草する陣.社

会保障料控除と Lて全輔が所得から控除§れ

税金が安〈なります。年末開聾や確定申告の

ときに忘れずに申告Lて〈ださい。

打
レ
時
に

E
う
い
う
マ
校
を
山
た
か

が
、
そ
の
人
の
引
を
支
配
す
る

H
f
M
出
制
亙
の
本
え
五
は
受
験
競
争
の
過

品
一
世
生
み
、
い
わ
叩
る
H

レ
y
テ
ル
、
L
L

義
h

を
は
び
こ
ら
せ
る
川
町
凶
と
な

っ
て

い
ま
す
。

-
』
う
し
た
，
f
歴
M
U
会
の
弊
b
R

刊
を
な
〈

し
て
い
く
た
め
に
は

.
y校
に
阪
ら
ず
、

ど
こ
で
y
f
ん
て
も
、
レ
つ
中
山
首
し
て
も
、

そ
の
成
果
が
適
切
に
評
価
さ
れ
る
よ
う

人
々
の
且
識
を
変
え
て
い
〈
必
要
が
あ

り
ま
す
。

例
え
ば
、
判
会
人
に
な

勺
て
身
仁
付

け
た
技
能
や
知
泌
が
そ
の
時
点
で
新
た

に
併
価
さ
れ
、
そ
の
人
の
人
生
を
よ
り

位
か
な
も
の
に
し
て
い
く
。
そ
う
い
う

現
代
紅
会
の
変
化
|
i
!
と
く
巳
筏
術
革
新
の
目
覚
ま
し
さ
は
、
物
事
の
価
値

観
を
一
変
さ
せ
て
し
ま
う
ほ
ど
瀕
し
く
怠
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば

8
ミ
リ
ガ
ビ
デ
オ
に
、
レ
コ
ー
ド
ガ
コ
ン
パ
ク
ト
・
デ
ィ
ス
ク
に
姿

を
変
え
た
こ
と
は
、
皆
さ
ん
も
よ
く
ご
存
じ
の
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
な

社
会
で
は
、
い
っ
た
ん
身
に
つ
け
た
知
機
や
妓
術
ガ
す
ぐ
古
く
怠
り
、
社
会
の

中
で
通
用
し
怠
く
怠
っ
て
し
ま
う
こ
と
ガ
十
分
考
え
ら
れ
る
の
で
す
。

生
涯
学
習
の
時
代
を
迎
え
て

3 

社
会
に
な
れ
ば
、
受
験
競
争
の
過
熱
も

よ
ほ
ど
緩
和
さ
れ
る
だ
ろ
う
|
|
司
」
れ

が
性
世
，
d
a
刷
M
M
引
会
の
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

物
を
知
る
の
は
面
白
い

ぃ・
4
6
.

な
ぜ
ぺ
白川mvs削い
か
と
レ
う
と
、

人
中
ぃ
八

l
年
時
代
と
レ
う
H
M
野
村
会
に

Lている人などのために、一定期間同保険料

を前納できる制度があります。

..や漁業など、収入が限勺れた期間に線中

2保険料を前納すると
保険料が安くなります。

ニ田渇合は保険料が割り引きされます。

仁二亙亙ι」

( 8 ) 

昭和621手4月分から昭和63'手3月分

まて一一 月額7.400円
昭和63~4 月分から昭和64年 3 月分

まで 月額7，700円

Jめる二とカピ

は、保険料が

れます。

由理闘により保険料を

合は、保険料が免除さ
す。

• • 
変
化
の
淑
し
い
社
会
巳
対
応
す
る
た
め
巳
は
、
必
要
怠
知
磁
や
筏
能
を
自
発

的
な
学
習
に
よ
っ
て
修
得
す
る
こ
と
ガ
盟
ま
れ
ま
す
@
ま
た
、
自
ら
の
意
思
で

学
ぼ
う
と
す
る
姿
勢
は
、
余
暇
時
間
や
老
後
の
生
き
が
い
に
つ
怠
ガ
る
と
も
考

え
ら
れ
ま
す
。

能
力
を
高
め
、
人
生
を
豊
か
巳
す
る
一
つ
の
手
立
て
と
し
て
、

果
た
す
役
割
を
考
え
て
み
ま
し
た
。

が
約
束
さ
れ
る
の
で
す
。

だ
か
ら
と
い
っ
て
、

F
校
教
育
を
お

ろ
そ
か
に
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
生
涯

F
習
仁
向
付
て
の
基
礎
づ
く
り
は
、
件

校
教
行
に
お
い
て
な
さ
れ
る
か
ら
で
す
。

つ
ま
り
、
，
F
校
を
出
て
か
ら
も
自
発
的

に
勉
強
し
て
い
け
る
よ
う
な
動
機
付
け

(
モ
テ
ィ
ベ

l
シ
ョ
ン
)
を
す
る
ニ
と

で
す
。

学
歴
や
レ
ッ
テ
ル
を
は
が
し
た
と
き

あ
な
た
の
真
価
が
関
わ
れ
る

京
都
大
学
名
誉
教
授

元
臨
時
教
育
審
議
会
会
長

な
っ
た
こ
と
に
加
え
刊
の
中
の
変
化
共
体
的
に
は
、
動
機
付
け
と
し
て
、
次

と
〈
に
科
l
f
技
術
の
進
歩
が
著
し
く
速
の
て
一つ
の
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

t
ニ
?
と
で
す
。
下
校
て
身
に
付
け
た
知

一

物
を
知
る
こ
と
は
而
向
い
こ
と

識

・
技
能
が
止
し
役
に
立

つ
時

代

で

は

で

あ

る

・

な
〈
な
り
ま
し
た
。
ま

し

て

や

、

下

限

知

ろ

う

と

努

力

す

れ

ば

、

知

り

と
t
ぅ
形
式
的
な
レ

y
テ

ル

だ

け

で

は

似

る

も

の
で
あ
る
。

u進
川
歩
の
変
化
に
対
応
で
き
ま
せ
ん
。

ー

知
識
と
い
う
も
の
は
、
開
併
す

常
に
社
会
の
新
し
い
u

波
・
時
代
の
う

ね

れ

ば

た

い

へ

ん

索

附

ら

し

い
V

(

耐

り
を
，
f
刊
し
て
こ
そ
、
充
実
し
た
人
生

h
い
)
も
の
で
あ
る
。

国
国
生
涯
学
習
の
時
代
を
迎
え
て

岡

本

道

雄

生
涯
学
習
の

自
分
を
高
め
る
だ
め
の

理
想
を
も
と
う

生
涯
に
わ
た
っ
て
，
V
裂
を
就
け
て
い

〈
に
は
.
自
分
を
・
υ
川
め
て
い
く
た
め
の

開
惣
を
も
っ
ニ
と
が
大
切
で
す
。
戸
校

時
代
の
動
機
付
け
に
五
向
を
ワ
え
る
た

め
に
も
|
|
。

そ
こ
で
今
の
時
代
、
私

た
ち
に
と

っ
て
大
棋
な
こ
と
は
、
同
際

化
世
界
の
中
の
円
本
人
と
い
う
在

識
を
も

つ
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
悦
界

の
人
々
と
広
〈
交
わ
る
ニ
と
の
で
き
る

制
神
状
態
に
ま
で
自
分
を
品
め
て
い
〈

必
要
が
あ
り
ま
す
。
此削介
の
ど
こ
に
'
引

っ
て
も
、
人
の
人
間
と
し
て
評
価
さ

れ
る
よ
う
な
人
に
な
る
守
」
と
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
バ
イ
歴
や
レ
ッ
テ
ル

を
全
部
は
が
し
て
も
、
な
お
伐
る
も
の
、

そ
の
人
が
何
を
獲
得
し
て
い
る
か
に
よ

っ
て
人
間
の
評
価
が
問
わ
れ
る
よ
う
な

社
会
こ
れ
こ
そ
生
誕
千
円
剖
会
の

本
丸
の
沓
な
の
で
す
。

い
ま
こ
そ
、
下
回
町
村
会
か

ら
生
波
山
下

関
相
会
へ
の
思
議
の
転
換
が
必
要
な
と

き
だ
と
思
い
ま
す
。

(
談
)

( 9 ) 
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模診を受けて明るい家庭づくり③月号

みんなの
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項 目 出てい ただ〈 方
費施

時 品う 対 象 地 区 実 施会 場 備 考する 日

乳児相談 生f&.6、 9ヶ月 3日同4 畳9 付時 11日 全地区 町民センター 保健指導:30-10:00 
① 
l歳6ヶ月児健診 Jfj7a5k 滋 常12<附聾指診師噂、、 曲f来科世指医世導間1. 、 1.8占児 " 12:30-13:00 " " 
一 般相談 1: jJ 民 7 DUlI 10:00-15:00 " 老人福祉センター 悦!f，[相談、保健指導

② " " 14日例) " " 町民センター " 

" " 28日例) " " " " 
③ kf(t悲掛劇相F融説) H M 町方 8 EIω 畳イj 時間 " " 

険保b健長栄a餐H術管検ESfを倫特r.. 術i.'体買11:.~t;( 
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rr児講座 3 ケ Jl 児 17F1附 " " " 身体計測、保健指導
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側人・同体名 |住

職 II 組合l今

" 
今金オート(株)1栄 町

日イ株)1 仰

耐 版先制l今食

l軒町 f 供会 1i釘町

今金制入会l今金
rfi 1;1 lt.I-入部|輔肥

加鵡乃JlI[i1:さん|八幡町
附 f峰山佐 ilさん I，ti栄町
1I ，)1: ，，~ 仕 Iヲ 1 1 今会

小""品カオルさん l阿 川

(1f) つよら l:I11h!.!. 町

11' H il'!j 1i!f I全fI JI! 
1. 山間 さん"し・院.!i

ノト金ライオンズクラブ1今 金

A巨人クラブl掴棚町
泌犠食堂l栄町

捜部市山l輔川

口川マ ージ ヤノ会 I.~~. 111 
金川崎人会|金即

位入クラブl岨川
鍬川 ミツエさ ん l制 犯!

小池 l庇 ニ さん l八 来

上村益太郎さん|末広町

民 1 胤，f[1iE さん l今 金

NTl 今金レディス l今 金

太合砕太郎さん l昭 和町

悼1E会 1今金

町農協

仰

.m:川 和子さん l岨川
立必 ';&i さん l酎 問

雌川 一 古さん I(-， ~町
lW¥， II{{ 犬さん I11: ィ，

小学悼兇 J覧会l横 川

IJ'I J郎君 主 樹さん l'ヒ楠山町
州'['.' !!~ -{-さ ん l栄 町

人クラブ l金附
I ~~，. I n 

佐々木金物山 IA-広町

クリキ時計広|旭 町

加 藤 組 l町長i町

三 川崎利引きん l今 金

利 じ処設l高見町

外況岬 l.(¥ f.li I Aミ山 町
外叫岬剣山|他町

今令はくさん 1~，広町

今金林印刷l八幡町

金九 j盟 ー さん 1'" 町
長川 創 .{.さん 1.It.!!.岡r
多川 守仲さん

山間 附 こ さん l神 自主

今 金町l今金
犬様アサ子さん l末広町

獅戸 宛さんl鉛合

~ li 同子さん l本山町
H 場大以似作会 1今 金

杉山-.'1'栄町 | 日開 II~町

{株}板本悠段

荒川 野 n，さん l療品
~I 川 守さんl八点
小川住 訟l大綱1町
石井 俊凶:さん1本町

五五

今

叫

't 

東
京
都
立
大
学
教
授
心
理
学

国~(!，\i慰留

夫婦で子育て

チ
供
に
つ
い

て
の
相
談
を
聞

く
立
場
で
忠
う

こ
と
が
二
つ
あ

り
ま
す
。

一
つ
は
、
脱

が
心
配
や
不
安

と
川
十
ヲ
の
は
、

税
引
身
内
子
供
の
と
き
と
比
較
し

て
述
っ
て
い
る
と
也
っ
た
と
き
に

多
い
こ
と
で
す
。
も
う
一
つ
は
、

心
配
し
を
く
て
も
い
い
こ
と
を
心

配
し
て
い
る
こ
と
が
よ
く
あ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
た
と
え
ば

「乱

暴
で
閑
り
ま
す
」
と
い
う
の
は
付

税
が
官
、
お
と
主
し
い
子
供
で
あ

っ
た
場
合
に
ほ
ぼ
限
ら
れ
ま
す
。

「
忘
れ
物
ば
か
り
し
ま
す
」
と
い

う
の
は
母
親
が
き
ち
ょ
う
め
ん
で

れ
が
小
さ
く
、
忘
れ
物
を
す
る
よ

う
な
の
ん
き
さ
が
な
か
っ
た
場
介

で
す
。

f
供
が
れ
分
の

f
供
時
代

と
閉
じ
と
き
に
は
.
ま
ず
心
配
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
は
白

分
の
こ
と
を
抗
定
的
に
考
え
や
す

い
の
で
す
。

子
供
は
犬
川
町
川
に
引
ま
れ
て

き
ま
す
。
父
親
に
似
て
い
る
こ
と

E宅

武

摩

f変

も
あ
れ
ば
母
税
に
似
て
い
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
鋭
か
ら
紫
材
を
受
け
つ

い
て
い
る
の
で
、
税
に
少
し
も
認
め

ら
れ
な
い
特
徴
が
、
子
供
の
中
に
濃

く
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
き
わ
め
て
ま

れ
な
こ
と
で
す
。
両
親
と
も
体
操
が

上
手
で
あ

っ
た
と
き
に
は
子
供
も
鉄

締
や
飛
ぴ
桁
が
巧
み
で
、
か
け
る
の

も
辿
い
こ
と
が
多
い
も
の
で
す
。
背

山市や

i
作
に
つ
い
て
も
ほ
ぼ
同
じ
こ

と
が
い
え
ま
す
。
山
中
に
市
品
質
が
伝
わ 今金

ItJ個I

I判 手~ 開I

曙町

ノト 金

町署 開I

Jト金

今金

八幡町

嗣町，Il

今金

今金

樽1仰l開I

4ι楠山町
t!ir tt~ ，1， 

あ
っ
て
母
税
は
そ
の
治
僚
に

一

生
懸
命
で
し
た
。
父
親
は
ど
う
か

と
い
う
と
黙
っ
て
苦
笑
し
て
い
る

の
だ
そ
う
で
す
。
こ
の
父
親
に
は

チ
供
の
と
き
、
夜
Mm
械
が
あ
っ
た

の
で
す
。

自
分
向
子
供
の
こ
ろ
だ
け
を
基

準
に
し
て
焦
っ
た
し
つ
け
を
し
な

い
で
ほ
し
い
の
で
す
。
夜
尿
も
そ

う
で
す
が
‘
壁
や
本
に
落
古
き
を

す
る
、
き
ょ
う
だ
い
げ
ん
か
を
す

る
、
い
た
ず
ら
ば
か
り
す
る
‘
な

と
組
を
悶
ら
せ
る
こ
と
は
い
ろ
い

ろ
あ
り
ま
す
。
出陣
か
に
困
る
こ
と

親
が
心
配
す
る
こ
と

る
と
い
う
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

親
が

M
き
で
あ

っ
た
り
件
直
で
あ

っ

た
こ
と
に
は
子
供
が
披
触
す
る
機
会

L
Z
い
の
で
す
。

二
人
の
親
の
子
供
時
代
の
線
干
が

符
し
く
相
述
す
る
と
、
間
川
岨
が
生
じ

て
き
ま
す
.
『
も
っ
と
前
発
主
子
供
で

あ

っ
て
ほ
し
い
」
と
元
気
の
い
い
付

税
が
お
と
な
し
い
子
供
を
…
辿
れ
て
相

談
に
き
た
と
き
に
、
父
親
の
様
予
を

尋
ね
て
み
る
と
、
静
か
で
お
や
か
な

人
柄
で
、
チ
供
の
と
き
も
そ
う
だ

つ

た
と
い
う
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

小
下
校
二
年
の
引
の

f
が
夜
以
怖
が

で
す
が
、
夜
尿
も
端
科
き
も
い
つ

ま
で
も
続
く
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
時
が
た
て
ば
必
ず
し
な
く
な

る
も
の
で
す
。
ゆ
と
り
の
あ
る
気

持
ち
で
子
供
を
見
司
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

(10) 
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1
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一

固

定

資

産

税

の

納

期

蛮

更

昭
和
悶
年
度
課
税
台
帳
の
縦
覧
期
間
に
つ
い
て

今
年
は

評
価
審
え
の
年
に
な
り
ま
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種川中学校統合に合憲

種川中学校が今金中学校に統合することが合意

された。この調印式が2月22日役場会織室で清われた。

詳細については4月号て守国載Lます。

訂正お詫びについて

広報紙 2月号、新入'下児童の名簿を掲載しました

が、平日けつ 11上1If~t ちゃんJ は rJ11村fIf究ちゃん」

の ft~ りですので訂正お詑ひ・します。


